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め電界のない場合に比べ数千倍にも達することを見出し コロナ発生の遅れは移動度1. 8 '" 2. 1 cm2 







生したイオン群の移動度は，発生後約 0.02 --4 秒間の範囲では，正イオンは経時変化を受けるが，
負イオンは経時変化を受けないことを見出し，また両イオンとも移動度が大気中の絶対湿度に依存す
る乙とを明らかにした。
以上のように本論文は大気中放電現象の基本的要因の解明に関し新たな知見を与えるもので，高電圧
工学並びに電力工学に寄与する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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